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そ
れ
は
、
25
戸
・
１
０
３
人
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
安
芸

国
沼
田
郡
段
原
村
（
現
在
の
広
島
県
広
島

市
）
出
身
の
和
田
郁
次
郎
で
す
。

　

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
１
３
０
年
、
広
島
県
人
の
手
に
よ
っ
て
北
広
島
市
の

基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
先
人
た
ち
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
困
難
、
そ
し
て
喜
び
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

入
植
か
ら
１
３
０
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
い
ま
一
度
開
拓
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
時
の
流
れ
を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

一
村
創
建
を

志
し
た
郁
次
郎

は
、
団
体
移
住

に
先
立
ち
、
適

地
を
探
す
た
め

何
度
か
北
海
道

を
訪
れ
ま
す
。
明
治
16
年
、
札
幌
郡
月
寒

村
の
う
ち
、
輪
厚
川
下
流
の
両
岸
（
現
在

の
北
広
島
市
中
央
・
共
栄
・
中
の
沢
・
朝

日
・
稲
穂
・
東
共
栄
）
に
移
住
地
を
定
め

和田郁次郎

ま
し
た
。
団
体
移
住
者
を
迎
え
る
た
め
、

後
か
ら
合
流
し
た
５
人
と
共
に
10
戸
余
り

の
小
屋
を
建
て
、
札
幌
本
道
（
現
在
の
国

道
36
号
）
へ
の
道
・
２
里
余
り（
約
８
㎞
）

を
切
り
開
き
ま
す
。

　

明
治
17
年
、
最
初
の
集
落
が
、
現
在
の

道
道
江
別
恵
庭
線
と
輪
厚
川
が
交
差
す
る

所
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
田

畑
16
町
歩
（
約
16
 

ha
）
を
開
墾
。
郁
次
郎

は
率
先
し
て
励
み
、
団
体
移
住
者
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
年
は
天
候
不
順
の
た
め

凶
作
で
し
た
。
移
住
し
た
こ
と
を
嘆
き
、

後
悔
す
る
声
も
出
て
き
ま
す
。
郁
次
郎
は 広島市

北広島市

１
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大谷惠一さん（北進町）

　

団
体
移
住
か
ら
10
年
後
、
大
曲
・
島
松

方
面
と
合
わ
せ
て
、広
島
村
と
し
て
独
立
。

規
模
は
広
島
開
墾
地
５
０
０
戸
、
大
曲
・

島
松
方
面
１
３
０
戸
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

和
田
郁
次
郎
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て

村
名
を
「
和
田
村
」
と
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
郁
次
郎
は
固
辞
し
、
郷
里

広
島
の
人
々
と
開
拓
し
た
こ
と
か
ら
、
広

島
村
と
す
る
よ
う
申
し
出
た
そ
う
で
す
。

1和田郁次郎邸（明治20年代）現在の道道江別恵
庭線・北広島交番の横付近　2村の中心部（大正
５年）道道江別恵庭線・光顕寺付近から撮影　3
村の中心部（昭和30年代）写真中央を斜めに通っ
ているのが道道江別恵庭線　4道道江別恵庭線（昭
和40年前後）広島神社付近から撮影　5村のにぎ
わい（明治末期）広島神社付近から撮影　6道道
江別恵庭線（平成26年）北広島交番付近

皆
を
励
ま
し
、
副
業
を
始
め
ま
し
た
。
炭

俵
を
編
ん
で
売
っ
た
り
、
野
幌
や
輪
厚
に

あ
る
国
有
林
の
ト
ド
松
材
の
払
い
下
げ
を

受
け
て
角
材
を
作
っ
た
り
、
寝
食
を
忘
れ

て
働
き
ま
す
。
何
と
か
冬
場
を
し
の
ぎ
、

団
体
分
散
を
免
れ
た
そ
う
で
す
。

　

翌
年
は
気
候
が
良
く
、
収
穫
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。
郁
次
郎
は
収
穫
し
た
稲
を
郷

里
に
送
り
、
移
住
を
促
し
ま
す
。
し
か
し

広
島
県
で
は
、
北
海
道
の
別
の
地
域
へ
の

移
住
者
が
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
懐
疑
的
で
し
た
。
新
た
な
移
住
者
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
他
府
県
か
ら

の
移
住
者
も
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
19
年
に
福
井
県
人
５
戸
・
21
人
、

翌
年
は
札
幌
付
近
の
小
作
農
や
岩
手
県
人

な
ど
20
戸
・
70
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
ご
ろ
に
は
、
一
帯
が
広
島
開

墾
地
と
公
に
呼
ば

れ
る
よ
う
に
。
そ

の
後
も
移
住
者
は

増
え
続
け
ま
す
。

道
路
や
橋
が
整
備

さ
れ
、
神
社
・
寺

院
な
ど
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
の
体

裁
が
整
い
、
一
村

独
立
の
機
運
が
高

ま
り
ま
す
。

２

３

４

５

６

　広島県から移住した大谷盛蔵から数
えて、私は５代目。盛蔵の娘が和田郁
次郎に嫁いでいて、盛蔵も一家で移住
しました。私の父・義明が10歳の時に
郁次郎は亡くなったと聞いています。
　父は、自分の代で先人たちの記録を
まとめなければ、開拓の歴史が失われ
てしまうと考えていました。当時を知
る人から聞き取るなどして、19冊の本

を執筆・編集。私も父がま
とめた物を読んで、当時の
ことを知りました。先人の
言葉を残していくこと
は大切ですね。

広報 北広島－2014.11.1広報 北広島－2014.11.1③③



　

大
正
15
年
、
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
の

苗
穂
・
沼
の
端
間（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
）

が
開
通
、
北
広
島
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。　

　

広
島
村
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
な
ど
の

輸
送
手
段
が
、
馬
か
ら
鉄
道
へ
と
転
換
し

ま
す
。

　

札
幌
市
の
発
展
に
伴
い
、
広
島
村
も
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
43
年
に
広
島
町

が
誕
生
し
、
同
年
、
８
０
０
０
戸
規
模
の

道
営
団
地
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

道
営
団
地
や
札
幌
市
に
隣
接
す
る
西
の

里
・
大
曲
地
区
の
発
展
で
、
人
口
が
大
き

く
増
加
し
ま
す
。
昭
和
45
年
の
国
勢
調
査

で
は
９
７
４
６
人
だ
っ
た
の
が
、
50
年
に

市外に残る

広島開墾用水と呼ばれた用水路の
完成記念碑

国道276号、尻別川に架
かる広島橋。広島県人が
旧大滝村（現在の伊達市）
へ入植し、架けたのが始
まりとされている

和田郁次郎が移住者を募
り開墾。郷里広島の厳島
神社の分神を祭り、心の
よりどころとしていた

　

昭
和
28
年
に
は
、
国
道
36
号
札
幌
・
千

歳
間
の
舗
装
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

着
工
か
ら
１
年
で
「
弾
丸
の
よ
う
に
す

ば
や
く
完
成
し
た
」
こ
と
か
ら
弾
丸
道
路

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
「
弾
丸
を
運
ぶ
軍

用
道
路
」
「
弾
丸
の
よ
う
に
早
く
走
れ
る

道
路
」と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

昭和49年 当初の駅舎

平成26年

４
５

１

昭和30年代
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広
島
県
人
の
入
植
か
ら
１
３
０
年
後
、

市
は
新
し
い
施
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
市
内
で
初
め
て
住
宅
を
購
入
す
る
方

を
助
成
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支

援
や
、お
た
め
し
移
住
な
ど
の
事
業
で
す
。

　

着
実
に
成
長
し
て
き
た
北
広
島
で
も
、

人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

今
後
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り

　

平
成
４
年
、
市
制
の
指
標
と
な
る
人
口

５
万
人
に
達
し
ま
す
。
市
制
施
行
へ
向
け

て
市
名
を
公
募
。北
広
島
市
や
南
札
幌
市
、

　先人が開拓に入った道をたどってみ
ませんか。
日時　11月９日㈰　午前９時～正午
集合場所　中央会館（市役所隣）
内容　大曲・中の沢・開拓記念公園を
バスと徒歩で散策
定員　先着20人
＊資料代が50 0円掛かります。
＊歩きやすい服装で来てください。
申込み　11月６日までにエコミュージ
アムセンター知新の駅（☎373-0188）

期間　平成27年３月31日㈫まで
内容　北広島の歴史をパネルでたどる
会場・問合せ　エコミュージアムセン
ター知新の駅（☎373-0188）

きたひろ130年記念事業　特別展

は
２
万
２
２
６
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
人

口
増
加
率
が
１
２
８
・
４
％
を
記
録
し
、

全
国
２
位
、全
道
１
位
と
な
っ
た
程
で
す
。

　

平
成
元
年
に
は
、
は
ま
な
す
国
体
の
空

手
道
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
空
手
道
の
競
技
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
内
の
中
学

校
の
授
業
で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
市
な
ど
の
案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
市
制
準
備
町
民
会
議
で
、
１
位
で
提

言
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
北
広
島
市
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

組
み
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
先
人

の
大
志
を
引
き

継
ぎ
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
北
広
島

を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
た
め
に
。

きたひろ130年記念事業のイラスト

２３

６
７

８

1島松沢付近の国道36号（昭和32年）
昭和61年にバイパスが完成すると、
旧道に　2村民体育大会（昭和36年）
村を挙げて大盛り上がり　3大曲出
張所開所（昭和51年）当時は、現在
の大曲交番付近に　4田植え（昭和
33年）中の沢の水田で　5米飯給食
（昭和54年）小学校の給食風景　6
西の里地区夏まつり（昭和62年）延
べ1,300人が参加　7家畜品評会（昭
和36年）多数出品され、盛大に　8
ひろしま100年記念事業（昭和59年）
さまざまな催しを開催

きたひろ130年記念事業

■問合せ　情報推進課（☎ 372-3311 内線 742）■問合せ　情報推進課（☎ 372-3311 内線 742）
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

た
め
ら
わ
ず

　

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

　
命
の
輪

　

平
成
25
年
度
に
、
全
国
の
児
童
相
談
所
で

対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
７
万
３
７

６
５
件
（
速
報
値
）
で
、
前
年
度
の
件
数
６

万
６
７
０
１
件
よ
り
10
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
、
過
去
最
多
を
更
新
す
る
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
相
談
件
数
は
、
前
年
度
よ
り
６
件

増
加
し
ま
し
た
。
相
談
の
内
容
は
、
体
に
傷

を
負
わ
せ
る
な
ど
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す

行
為
の
身
体
的
虐
待
が
16
件
で
、
最
も
多
い

状
況
で
し
た
。
次
い
で
言
葉
に
よ
る
脅
か
し

や
、
無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
）
で
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
身
体
的
虐
待
と
心

全
国
の
児
童
虐
待
相
談
件

数
は
過
去
最
多
を
更
新
。

７
万
件
を
超
え
る

市
内
の
児
童
虐
待
相
談
件

数
36
件
。
身
体
的
虐
待
が

最
多

理
的
虐
待
が
増
加
し
、
ネ
グ
レ
ク
ト
と
性
的

虐
待
は
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
虐
待
者
は
、
子
ど
も
と
長
く
過
ご
す

実
母
が
半
数
を
超
え
、
次
い
で
実
父
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
後
の
対
応
で
は
、
直
接
目
視
で
子
ど

も
の
状
態
を
確
認
す
る
安
全
確
認
が
最
多
で

す
。
次
い
で
虐
待
者
へ
の
面
接
や
指
導
、
児

童
養
護
施
設
な
ど
で
養
育
す
る
施
設
入
所
の

順
で
し
た
。

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
が
大
切
で
す
。
特
に
ネ
グ
レ
ク
ト
は
外
傷

が
な
い
こ
と
も
多
く
、
周
囲
の
誰
か
が
気
付

い
て
行
動
し
な
け
れ
ば
、
援
助
は
始
ま
り
ま

せ
ん
。
虐
待
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
市
役
所
家
庭

児
童
相
談
室
や
児
童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

と
き
に
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　子どもは、お父さんお母さんが大好きです。特に身近にいることが多いお母

さんは大好きで、期待に応えるように頑張ったり、褒められたくて、さまざま

な行動をすることがあります。

　でも、何らかの理由で関わってもらえないことが続くと、子どもはお父さん

お母さんが、どのような反応をするか確かめようとします。それが、困った行

動であっても、関わってくれたことが心地よく感じるようです。でも、困った

行動が増えるとイライラして、イライラが増すと叩きたくなりますよね。

　そうならないためにできること…

♠顔を見て「お帰りなさい」
などの声を掛ける

♠ひと時、一緒に過ごす

♠思春期は見て見ぬふりも大事

♠「うるせー」の、言葉の奥にある意味を考えてみる

今から心掛けてみませんか？



■問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）■問合せ　児童家庭課（☎ 372-3311 内線 615）
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日
時　

11
月
27
日
㈭　

午
後
７
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

向
陽
学
院
院
長　

梶
原
敦
さ
ん

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

子
ど
も
の
権
利
月
間
で
す

11 月は「
子
ど
も
の
権
利
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
決
定
し

ま
し
た
！

子
ど
も
の
権
利
相
談
窓
口

　

魅
力
的
な
作
品
が
１
２
９
件
も
集
ま
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
権
利
推
進
委
員
会
で
選
考
が

行
わ
れ
、
緑
ヶ
丘
小
学
校
５
年
の
石
田
莉

礼
さ
ん
の
作
品
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
相
談
員

　
　
　
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

全
て
の
子
ど
も
に
は
、
幸
せ
に
生
き
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
周

囲
の
大
人
が
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
子
ど

も
と
接
し
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
相
談
窓
口
で
は
、
子
ど

も
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
友
人
・
親

子
関
係
の
悩
み
な
ど
、
子
ど
も
本
人
に
限

ら
ず
、
保
護
者
の
方
な
ど
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
傷
〜
子
ど
も
の
心
に
寄
り

添
う
た
め
に
〜

面談 直接来てください 月～金曜（祝日・年末年
始を除く）
午前10時30分～午後５時

電話 ☎372ｰ6200（直通）

専用
フォーム

市のホームページ「くらし
の情報→子育て→相談窓口
→子どもの権利相談」

＊返信は、平日の日中に
なります。また、時間が
かかることがあります。
＊返信はパソコンから送
信します。受信拒否設定
を解除してください。

電子メール・
二次元コード

jkenri@city.ki
tahiroshima.
hokkaido.jp

◆相談方法と受付時間

＊
６
カ
月
〜
就
学
前
の
子
を
対
象
に
託
児
し

ま
す
（
先
着
15
人
）
。
11
月

14
日
ま
で
に
児
童
家
庭
課

（
内
線
６
１
５
）
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
、
子
ど
も
に
関
わ

る
の
が
つ
ら
い
と
感
じ
た
と
き
に
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

♣
家
庭
児
童
相
談
室
（
児
童
家
庭
課
内
）

　

☎
３
７
２
〜
３
３
１
１
（
内
線
７
８
９
）

　

☎
３
７
２
〜
０
６
０
０
（
直
通
）

◆
緊
急
の
場
合
は

　

速
や
か
に
、
警
察
や
北
海
道
中
央
児
童
相

談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

♣
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所　

　

☎
６
３
１
〜
０
３
０
１

♣
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
〜
０
６
４
〜
０
０
０
（
Ｐ
Ｈ

Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、
つ
な
が
り

ま
せ
ん
）

　

子
ど
も
の
幸
せ
は
、
親
の
幸
せ
、
地
域

の
幸
せ
で
す
。
子
ど
も
が
毎
日
楽
し
い
と

思
え
、
自
分
が
好
き
、
み
ん
な
も
好
き
と

言
え
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

自
分
を
認
め
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
不
可
欠

で
す
。
自
分
を
認
め
て
も
ら
え
て
い
な
い

と
感
じ
る
子
ど
も
は
、
自
分
の
こ
と
を
嫌

い
に
な
り
、
投
げ
や
り
に
な
っ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
誰
を
信
じ
て
良
い
の

か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
月
間
を
機
に
、
子
ど
も

自
身
が
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
実

感
を
育
て
て
い
く
事
を
意
識
し
、
お
子
さ

ん
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
あ
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　     

子
ど
も
の
権
利
相
談
員　

郷　

歩



　

ひ
ろ
っ
こ
・
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル

　

毎
年
秋
に
開
か
れ
る
「
ひ
ろ
っ

こ
・
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
ニ

ュ
ー
ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト
や
生
け
花
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
今
年
は
今

月
16
日
に
、
夢
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

る
。
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
る
の
は
、
実
行
委
員
長
の
菅

野
さ
ん
だ
。

　

子
ど
も
の
心
を
育
て
る

　

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
子
ど
も
た
ち

に
ア
ー
ト
を
通
し
て
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
夢
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
始
め
た
。
「
子
ど

も
の
時
に
達
成
感
を
味
わ
う
経
験

が
多
い
ほ
ど
、
将
来
強
い
大
人
に

な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
で

き
る
ん
だ
、
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
。
熱
心
に

電
子
工
作
を
す
る
親
子
や
、
抱
え

き
れ
な
い
く
ら
い
の
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
を
作
る
子
も
い
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
が
折
り
紙
に
熱
中
し
て
、

終
了
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
製
作
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
ま
り

の
真
剣
さ
に
、
親
も
び
っ
く
り
し

た
そ
う
。

　

「
夢
中
に
な
る
子
ど
も
の
姿
を

親
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
と
、

ス
ト
レ
ス
も
解
消
さ
れ
ま
す
」
。

　

今
年
は
南
米
の
楽
器
ケ
ー
ナ
作

り
や
、
板
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
上
に

ク
ッ
キ
ー
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
用

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
絵
を
描
く
チ

ョ
コ
デ
コ
・
ア
ー
ト
の
ほ
か
、
多

く
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
予

定
だ
。

　

「
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
が
、

笑
顔
で
帰
っ
て
く
れ
た
ら
満
足
で

す
」
と
話
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
絆
を
深
め
る

　

菅
野
さ
ん
が
北
広
島
に
移
り
住

ん
だ
の
は
平
成
15
年
。
自
然
豊
か

な
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
た
か
ら
だ
。

　

当
時
の
虹
ヶ
丘
地
区
は
、
ま
だ

住
民
も
少
な
く
地
区
会
館
も
な
か

っ
た
。
そ
ん
な
こ
ろ
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
た
い
と
、
町
内
会

の
会
合
場
所
に
自
宅
を
開
放
。
な

な
え
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ニ
ュ
ー

ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト
製
作
や
、
音
楽

会
を
開
く
な
ど
の
活
動
を
し
た
。

　

ひ
ろ
っ
こ
・
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ

ル
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
力

を
貸
し
て
く
れ
た
の
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
だ
っ
た
。

　

た
こ
焼
き
を
め
ぐ
る
出
会
い　

　

菅
野
さ
ん
は
神
戸
出
身
。
北
広

島
に
移
る
前
に
は
江
別
市
野
幌
で

神
戸
風
た
こ
焼
き
店
を
営
業
し
、

客
に
自
分
で
た
こ
焼
き
を
焼
く
体

験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
最
初

は
難
し
そ
う
に
し
て
い
た
人
も
、

何
度
も
繰
り
返
す
う
ち
に
上
達
し

た
。
20
年
も
前
に
店
に
通
っ
て
い

た
高
校
生
が
、
大
人
に
な
っ
て
北

広
島
の
菅
野
さ
ん
の
元
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
た
こ
焼
き
を
焼

い
た
体
験
や
、
菅
野
さ
ん
と
交
わ

し
た
会
話
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
だ
そ
う
。

　

「
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
大
人

に
な
っ
て
も
心
に
ず
っ
と
残
る
も

の
で
す
。本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

何
げ
な
く
掛
け
た
言
葉
で
も
、
人

に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
ね
。

言
葉
は
大
事
で
す
」
。

　

昨
年
は
、
大
曲
地
区
生
涯
学
習

振
興
会
主
催
の
た
こ
焼
き
教
室
で

講
師
を
務
め
、楽
し
さ
を
広
め
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
思
う

　

平
成
７
年
１
月
、
神
戸
の
実
家

に
帰
省
し
て
い
た
時
に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
遭
遇
。
す
っ
か
り
変

わ
り
果
て
た
街
並
み
に
ぼ
う
ぜ
ん

と
し
た
。
し
か
し
、
復
興
す
る
神

戸
の
様
子
を
見
て
力
を
も
ら
っ
た
。

諦
め
た
ら
、
そ
こ
で
止
ま
る
。
諦

め
な
け
れ
ば
、
前
に
進
め
る
の
だ
と
。

　

常
に
前
向
き
な
菅
野
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。　

かんの・まゆみ
虹ヶ丘在住。
ひろっこ・アートカーニバ
ル実行委員長。西の里地区
生涯学習振興会が主催した
ニューステンドアート教室
の講師を務めた経験を持つ。

アートを通して人と
人をつなぐ

菅野　真弓さん

昨年のひろっこアートカーニバ
ルで子どもたちに声を掛ける菅
野さん

＊

＊…板ガラスなどに専用の絵の具で色を付ける装飾画。

子どもたちの生け花作品
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今
年
の
ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ
り
で
行
わ
れ
た

人
間
ボ
ウ
リ
ン
グ
。
大
き
な
ボ
ー
ル
を
転
が

し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ピ
ン
に
扮ふ

ん

し
た
人
を
倒

す
ゲ
ー
ム
で
す
。
企
画
し
た
の
は
北
広
島
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
体
を
張
っ
た

姿
が
衝
撃
的
で
し
た
。
普
段
は
、
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
方
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
で
商
工
業
を
営
む
方
や
そ
の
親
族
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
40
歳
以
下
の
42
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
、
北

広
島
ふ
る
さ
と
祭
り
の
運
営
協
力
や
、
北
の

酒
ま
つ
り
に
出
店
。
交
通
安
全
の
街
頭
啓
発

も
行
い
ま
す
。
今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
を
主
催
し
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
売
上
金
の
一
部
で
、

市
内
の
小
学
１
年
生
に
文
房
具
を
寄
贈
。
10

月
15
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
は
、
毎
年
恒
例
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
変
装
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
宅
配
便
や
、
ふ
れ
あ
い
雪

ま
つ
り
の
運
営
協
力
な
ど
で
す
。
今
、
企
画

し
て
い
る
の
が
、ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ
り
で「
会

社
を
起
こ
す
」
疑
似
体
験
を
し
て
も
ら
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
出で

店み
せ

で
売
り
た
い
物
や
数
量
、
値
段
、
広
告
な

ど
を
考
え
て
も
ら
い
、
決
算
報
告
ま
で
す
る

こ
と
で
商
売
の
面
白
さ
や
、
お
金
を
稼
ぐ
大

変
さ
を
経
験
し
、
将
来
の
起
業
家
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
せ
っ
か
く
北
広
島
で
商
売
を
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
同
年
代
の
方
や
異
業
種
の
方

た
ち
と
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
部
長
の
東
隆
史

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
力
で
北
広
島
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

⇩

西の里中学校２年

中田安優さん
（生徒会書記次長）

私たちの
ボランティア活動

チャリティービアガーデン
で…たくさん焼きますよ

アイキャップを集めて、世界の子どもたちに
ワクチンを贈る活動をしています

　

西
の
里
中
学
校
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
学
校
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
、
最
近
は
新
し
く
取
り
入

れ
た
ア
イ
キ
ャ
ッ
プ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
）
集

め
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
に
生
徒
会
が
玄
関
前
に
立
っ
て
ア
イ
キ
ャ

ッ
プ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
、

さ
ら
に
地
域
で
集
め
て
き
た
も
の
を
持
っ
て
来
た
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
始
め
て
か
ら
４
カ
月
で
26
人

分
の
ワ
ク
チ
ン
に
変
え
ら
れ
る
量
の
ア
イ
キ
ャ
ッ
プ
が
集

ま
り
ま
し
た
。

ふれあい雪まつりで大評判！
人間ボウリング

オ
・・
レだけ

地域活動に興味がある方
は、北広島商工会（☎373-
3333）へ

⑨ 広報 北広島－2014.11.1　



　

　

日本年金機構から

新さっぽろ年金事務所お客様相談室
（札幌市厚別区厚別中央２条６丁目・
☎892ｰ9313）
＊確定申告や年末調整については、
市役所税務課（内線830）にお問い
合わせください。

　年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計につ
いて考えてみませんか。
　ねんきんネットを利用すると、いつでも自分の年金記録が
確認できます。将来の年金受給見込額について、さまざまな
パターンの試算をすることもできます。
　ねんきんネットは、日本年金機構のホームページ（http://
www.nenkin.go.jp/n/www/index.html）でご覧になるか、新
さっぽろ年金事務所（☎892-1631）にお問い合わせください。

書類についての
お問い合わせは…

1
イイ

1月3
ミライ

0日は年金の日です！

☁
年
金
を

　
　

受
給
し
て
い
る
方

〈
平
成
27
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書
〉

☁
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　

収
納
業
務

委
託
し
て
い
ま
す

 
こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す

☝

☁
国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　
　

納
付
し
た
方

〈
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
〉

　

申
告
用
の
は
が
き
が
届
き
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
12
月
１
日
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象 

老
齢
年
金
の
受
給
額
が
１
０
８
万

円（
65
歳
以
上
は
１
５
８
万
円
）以
上
の
方

お
手
元
に
届
く
時
期　

11
月
上
旬　

◆
住
所
が
変
わ
っ
た
・
年
金
を
受
け
取
る

金
融
機
関
を
変
え
る

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
証
書
を
紛
失
し
た
・
汚
し
た

「
年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
と
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
配
偶
者
や
家
族
の

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

分
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
必
要

で
す
。
領
収
書
な
ど
と
一
緒
に
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
元
に
届
く
時
期　

11
月
上
旬　
　

＊
10
月
１
日
以
降
に
、
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、
平
成
27

年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
確
認
で
き
な
い
場
合
、
委
託

業
者
が
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
で
、
納

付
や
免
除
申
請
の
手
続
き
な
ど
を
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

北
広
島
市
内
は
、
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

提
出
先　

新
さ
っ
ぽ

ろ
年
金
事
務
所

＊
変
更
届
・
申
請
書

は
、
市
役
所
市
民
課

と
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。

■問合せ　市民課（☎ 372-3311 内線 709）■問合せ　市民課（☎ 372-3311 内線 709）

⑩広報 北広島－2014.11.1


